












































































































 精血：精 こと、 「血」は血液を指す 精と血が並び称されるのは両者の関係が密接不可分だ である。臨床において精血とは通常、血液のことを指す。血液の化生とは、飲食物が脾胃 よる消化 経て営気や津液などの栄養成分となり、上方の心肺の気化作用 っ 、次第に血に転化した後、脈中に注いで全身 運行すると 一連の過程を現す言葉である。腎は精 貯蔵を司り、肝は血の貯蔵を司る で、腎中の精気が充満すれば精気 滋養される。
（６）















































































































































































































































































































































































































































































 烏椑五出：柿 一種。果実は青黒く小さい。現在では 油柿と称されている。
（３）鴨脚：銀杏。参考文献鶴田久作『續國譯漢文大成文學部第一六巻
　
蘇東坡詩集
　
第三巻』 （財）東洋
文化協會
　
一九五八年
篠田統・田中静一編著『中国食経叢書
　
上・下』書籍文物流通会
　
一九七二年
岩垂憲徳他、訳『蘇東坡全詩集
　
第四巻
　
復刻愛蔵版
　「続国訳漢文大成」 』
誠進社
　
一九七四年
今村与志雄訳注『酉陽雑俎
2』平凡社
　
一九八〇年
陶文台注釈『飲饌服食牋』 国商業出版社
　
一九八五年
森田傳一郎訳『 『史記』扁鵲倉公列伝訳注』雄山閣
　
一九八六年
青木正兒『酒の肴・抱樽酒話』岩波書店
　
一九八九年
蕭帆主編『中国烹飪事典』中国商業出版社
　
一九九二年
王仁湘『飲食与 文化』人民出版社
　
一九九三年
王仁湘著・鈴木博訳『中国飲食文化』青土社
　
二〇〇一年
遵生八牋（飲饌服食牋　序古諸論）
11
加地伸行『論語』講談社
　
二〇〇四年
高金亮（監修） 『中医基本用語辞典』東洋学術出版社
　
二〇〇六年
